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す
る
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意
書
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我
が
国
官
庁
の
秘
密
保
全
体
制
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
官
庁
の
秘
密
文
書
が
漏
え
い
し
て
い
る
事
実
が
立
て
続
け
に
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当

該
官
庁
に
お
い
て
は
関
係
職
員
に
対
す
る
処
分
は
お
ろ
か
、
流
失
経
路
の
調
査
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
い
。

昨
今
の
公
務
員
不
祥
事
を
見
る
と
、
身
内
の
不
祥
事
に
関
す
る
当
事
者
及
び
監
督
権
者
の
か
ば
い
立
て
が
そ
う
し
た
行
為
を

助
長
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
当
事
者
の
自
浄
力
を
期
待
し
得
な
い
ゆ
え
に
、
政
府
の
見
解
を
た
だ
す
た
め
に
以
下
質
問

す
る
。
い
ず
れ
も
我
が
国
国
家
秘
密
の
保
全
体
制
に
関
わ
る
重
大
な
問
題
の
た
め
、
今
国
会
の
会
期
中
に
答
弁
さ
れ
た
い
。

一

防
衛
庁
に
お
け
る
秘
密
漏
え
い
に
つ
い
て

本
年
二
月
十
四
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
志
位
委
員
か
ら
「
海
上
施
設
に
係
る
技
術
検
討
・
評
価
報
告
書
」

（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
と
題
す
る
、
防
衛
庁
が
管
理
す
る
秘
密
資
料
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

国
会
議
員
が
政
府
の
見
解
を
た
だ
す
た
め
の
官
庁
の
秘
密
情
報
を
収
集
す
る
こ
と
は
誠
に
正
当
な
国
政
調
査
活
動
で
あ
る

が
、
一
方
で
官
庁
の
秘
密
情
報
が
流
失
し
た
こ
と
自
体
は
、
秘
密
保
全
の
義
務
を
怠
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
当
該
官
庁
は
そ
の

責
任
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

報
告
書
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
の
か
否
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

一



�

「
自
衛
隊
法
」
第
五
十
九
条
で
定
め
る
「
秘
密
」
。

�

「
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
」
（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
二
号
）
第
二
条
で
定
め
る
「
秘
密
」
。

�

「
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法
」
第
一
条
第
三
項
で
定
め
る
「
防
衛
秘
密
」
。

�

「
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設
及
び
区
域
並
び
に

日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
の
実
施
に
伴
う
刑
事
特
別
法
」
第
六
条
で
定
め
る
「
合
衆
国
軍

隊
の
機
密
」
。

�

報
告
書
が
「
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
」
第
二
条
で
定
め
る
「
秘
密
」
に
該
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
報
告
書
の
関
係
職

員
に
つ
い
て
以
下
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
」
第
二
条
第
三
項
（
�
）
で
定
め
る
「
管
理
者
」
の
官
職
と
氏
名
。

�

同
訓
令
第
二
条
第
三
項
（
�
）
で
定
め
る
「
取
扱
者
」
の
官
職
と
氏
名
。

�

同
訓
令
第
二
条
第
三
項
（
�
）
で
定
め
る
「
管
理
者
又
は
そ
の
職
務
上
の
上
級
者
か
ら
特
に
こ
れ
ら
の
保
管
を
命
ぜ

ら
れ
た
者
」
の
官
職
と
氏
名
。

�

同
訓
令
第
四
条
で
定
め
る
「
保
全
責
任
者
」
、
「
保
全
責
任
者
の
補
助
者
」
及
び
「
臨
時
に
そ
の
職
務
を
代
行
す
る

二



職
員
」
そ
れ
ぞ
れ
の
官
職
と
氏
名
。

�

報
告
書
が
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法
第
一
条
第
三
項
で
定
め
る
「
防
衛
秘
密
」
に
該
当
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
報
告
書
の
関
係
職
員
に
つ
い
て
以
下
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
防
衛
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
訓
令
」
（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
五
十
一
条
）
第
二
条
第
三
項
（
�
）
で
定

め
る
「
管
理
者
」
の
官
職
と
氏
名
。

�

同
訓
令
第
二
条
第
三
項
（
�
）
で
定
め
る
「
取
扱
者
」
の
官
職
と
氏
名
。

�

同
訓
令
第
二
条
第
三
項
（
�
）
で
定
め
る
「
官
房
長
等
又
は
そ
の
指
定
し
た
者
か
ら
特
に
こ
れ
ら
の
保
管
を
命
ぜ
ら

れ
た
者
」
の
官
職
と
氏
名
。

�

同
訓
令
第
三
条
で
定
め
る
「
保
全
責
任
者
」
、
「
保
全
責
任
者
の
補
助
者
」
及
び
「
保
全
責
任
者
の
職
務
を
臨
時
に

代
行
す
る
職
員
」
そ
れ
ぞ
れ
の
官
職
と
氏
名
。

�

報
告
書
の
流
出
が
発
覚
し
た
後
の
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
」
第
九
条
第
一
項
の
各
号
で
掲
げ
る
措
置
が
適
切
に
取
ら
れ
た
か
否
か
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

三



�

同
訓
令
第
九
条
第
二
項
で
定
め
る
通
り
に
官
房
長
等
は
、
「
そ
の
事
実
の
調
査
を
行
な
い
」
、
「
防
護
上
必
要
な
措

置
を
講
じ
」
、
「
す
み
や
か
に
、
そ
の
旨
を
防
衛
庁
長
官
に
報
告
」
し
た
の
か
否
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
防
衛
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
訓
令
」
第
八
条
第
一
項
の
各
号
で
掲
げ
る
措
置
が
適
切
に
取
ら
れ
た
か
否
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

�

同
訓
令
第
八
条
第
二
項
で
定
め
る
通
り
に
官
房
長
等
は
、
「
そ
の
事
実
の
調
査
を
行
な
い
」
、
「
防
護
上
必
要
な
措

置
を
講
じ
」
、
「
す
み
や
か
に
、
そ
の
旨
を
防
衛
庁
長
官
に
報
告
」
し
た
の
か
否
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

報
告
書
の
作
成
に
は
防
衛
庁
職
員
以
外
（
外
務
省
、
通
産
省
、
運
輸
省
、
建
設
省
）
の
政
府
職
員
（
以
下
「
そ
の
他
の

政
府
職
員
」
と
い
う
。
）
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

そ
の
他
の
政
府
職
員
は
報
告
書
の
作
成
及
び
取
扱
に
関
し
て
「
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
」
及
び
「
防
衛
秘
密
の
保

護
に
関
す
る
訓
令
」
に
従
う
義
務
が
あ
る
の
か
否
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

そ
の
他
の
政
府
職
員
が
報
告
書
の
作
成
及
び
取
扱
に
関
し
て
�
で
掲
げ
た
各
訓
令
に
従
う
必
要
が
な
い
場
合
、
そ
の

他
に
従
う
べ
き
法
令
が
存
在
す
れ
ば
そ
の
全
て
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

報
告
書
は
「
普
天
間
飛
行
場
の
代
替
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
考
え
ら
れ
る
海
上
施
設
の
技
術
的
可
能
性
の
検
討
を
適
切
か

四



つ
公
正
に
実
施
す
る
と
の
観
点
か
ら
、
関
係
省
庁
の
技
術
的
知
識
を
活
用
す
る
た
め
に
技
術
支
援
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ
Ｓ
Ｇ
）

を
、
ま
た
、
有
識
者
の
意
見
を
聞
く
た
め
に
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
グ
ル
ー
プ
（
Ｔ
Ａ
Ｇ
）
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
、
�

回
、
�
回
の
会
議
を
開
催
し
、
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
」
（
ま
え
が
き
）
。

そ
こ
で
報
告
書
に
記
載
さ
れ
た
Ｔ
Ａ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
は
法
律
上
の
守
秘
義
務
を
有
し
な
い
民
間
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

Ｔ
Ａ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
政
府
は
、
「
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
」
第
二
十
六
条
に
定
め
る
「
厳
密
な
調
査
を
行

な
い
、
秘
密
の
保
全
上
支
障
が
な
い
こ
と
を
確
認
」
し
た
の
か
。
ま
た
「
厳
密
な
調
査
」
は
い
か
な
る
方
法
で
行
わ
れ

た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
秘
密
保
全
に
関
す
る
訓
令
」
第
二
十
七
条
第
一
項
は
「
秘
密
の
文
書
、
図
画
又
は
物
件
の
作
成
等
を
政
府
機
関
以

外
の
者
に
委
託
す
る
と
き
は
、
委
託
中
に
お
け
る
秘
密
の
漏
え
い
等
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
、
契
約
条
項
に
秘
密
の

保
全
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
同
条
第
二
項
は
「
前
項
の
秘
密

の
保
全
に
関
す
る
規
定
は
、
特
に
支
障
の
な
い
限
り
、
別
記
第
�
号
様
式
の
基
準
に
よ
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い

る
。

五



そ
こ
で
、
Ｔ
Ａ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
て
同
条
に
基
づ
く
「
必
要
な
措
置
」
が
講
じ
ら
れ
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。

�

Ｔ
Ａ
Ｇ
の
メ
ン
バ
ー
に
対
し
政
府
は
、
「
防
衛
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
訓
令
」
第
二
十
一
条
に
定
め
る
「
厳
密
な
調

査
を
行
な
い
、
秘
密
保
護
上
支
障
が
な
い
こ
と
を
確
認
」
し
た
の
か
。
ま
た
「
厳
密
な
調
査
」
は
い
か
な
る
方
法
で
行

わ
れ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

政
府
は
「
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法
施
行
令
」
第
六
条
に
定
め
る
「
必
要
な
措
置
を
講
じ

た
」
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

外
務
省
に
お
け
る
秘
密
漏
え
い
に
つ
い
て

最
近
、
元
公
安
調
査
官
の
野
田
敬
生
氏
に
よ
る
著
作
「
Ｃ
Ｉ
Ａ
ス
パ
イ
研
修

あ
る
公
安
調
査
官
の
体
験
記

」

（
現
代
書
館
）
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
普
段
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
い
公
安
調
査
庁
の
内
情
が
明
ら
か
に
さ

れ
る
と
共
に
、
外
務
省
の
秘
密
資
料
の
内
容
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
質
問
す
る
。

�

公
安
調
査
庁
に
お
け
る
秘
密
保
全
の
た
め
の
規
則
の
全
て
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

外
務
省
に
お
け
る
秘
密
保
全
の
た
め
の
規
則
の
全
て
に
つ
き
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六



�

こ
の
著
作
に
お
い
て
は
外
務
省
の
秘
密
資
料
で
あ
る
「
信
号
情
報
Ｓ
Ｉ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
の
世
界
」
（
外
務
省
国
際
情
報
局
作

成
）
及
び
「
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
読
本
」
（
同
右
）
の
内
容
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
以
下
の
点
を
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。

�

こ
れ
ら
資
料
は
「
国
家
公
務
員
法
」
第
百
条
で
定
め
る
「
秘
密
」
に
該
当
す
る
の
か
。

�

こ
れ
ら
資
料
が
同
氏
に
渡
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
。

三

「
日
米
相
互
防
衛
援
助
協
定
等
に
伴
う
秘
密
保
護
法
施
行
令
」
第
七
条
に
基
づ
き
各
省
庁
の
長
が
現
在
講
じ
て
い
る
「
防

衛
秘
密
の
保
護
上
必
要
な
措
置
」
の
全
て
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

官
吏
服
務
紀
律
に
つ
い
て

政
府
は
、
特
別
職
の
国
家
公
務
員
の
う
ち
国
務
大
臣
等
に
つ
い
て
は
「
官
吏
服
務
紀
律
」
（
明
治
二
十
年
勅
令
第
三
十
九

号
、
以
下
「
紀
律
」
と
い
う
。
）
の
規
定
の
例
に
よ
り
守
秘
義
務
が
あ
る
と
の
見
解
を
取
っ
て
い
る
（
例
え
ば
「
衆
議
院
議

員
西
村
�
悟
君
提
出
我
が
国
に
お
け
る
外
国
人
諜
報
部
員
の
把
握
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
（
千
九
百
九
十
七
年

十
一
月
二
十
一
日
）
四
頁
）
。
そ
こ
で
以
下
の
点
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

国
務
大
臣
等
が
紀
律
の
定
め
に
違
反
し
、
秘
密
を
漏
え
い
し
た
場
合
の
罰
則
は
存
在
す
る
の
か
。
存
在
す
る
の
で
あ
れ

七



ば
そ
の
根
拠
法
令
と
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
、
紀
律
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
国
務
大
臣
等
の
範
囲
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

現
在
、
紀
律
が
定
め
る
条
項
は
全
て
有
効
な
の
か
。
も
し
無
効
の
条
項
が
存
在
す
る
な
ら
、
当
該
条
項
と
そ
の
理
由
に

つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

「
刑
事
訴
訟
法
」
第
二
百
三
十
九
条
（
「
告
発
」
）
に
つ
い
て

「
刑
事
訴
訟
法
」
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
は
「
官
吏
又
は
公
吏
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
犯
罪
が
あ
る
と
思

料
す
る
と
き
は
、
告
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
条
項
に
従
う
な
ら
、
官
庁
に
お
い
て
秘
密
情
報
の
保
全
を
担
当
し
て
い
る
職
員
は
、
そ
の
漏
え
い
の
事
実
を
知
っ
た

時
点
で
当
該
官
庁
の
内
部
調
査
の
進
捗
に
関
わ
り
な
く
、
同
条
に
基
づ
い
て
「
告
発
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る

が
、
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

八


